
いまも現役、「耐久不変」の巨大和紙。いまも現役、「耐久不変」の巨大和紙。

土佐の先人が挑んだ、究極の紙づくりに迫ります。土佐の先人が挑んだ、究極の紙づくりに迫ります。

いまも現役、「耐久不変」の巨大和紙。

土佐の先人が挑んだ、究極の紙づくりに迫ります。

100100100100
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神宮紙誕生

記念展

年年年年

神
宮
紙
誕
生
後
の
展
開

四
、−

洋
画
用
キ
ャ
ン
バ
ス
紙
の
開
発−

--����絵画を⽀えた絵画を⽀えた��
究極の⼟佐和紙究極の⼟佐和紙����--

--����絵画を⽀えた絵画を⽀えた��
究極の⼟佐和紙究極の⼟佐和紙����--

高 

知 

県 

内 

の

日 

本 

画 

用 

和 

紙 

の�

系�

譜

　
昭
和
初
期
、
洋
画
家
た
ち
は
麻
キ
ャ

ン
バ
ス
の
代
用
品
と
し
て
の
土
佐
和
紙

に
関
心
を
示
し
て
い
た
︒
昭
和
二
年

(

一
九
二
七)

に
は
﹁
中
田
紙
﹂
と
命
名

し
て
広
告
が
出
さ
れ
て
お
り
︑
広
く
販

路
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
た
︒

　
こ
の
よ
う
に
、
神
宮
紙
の
開
発
を
き

っ
か
け
に
︑
和
紙
は
キ
ャ
ン
バ
ス
を
代

替
し
得
る
油
彩
画
用
の
支
持
体
と
し
て

改
め
て
可
能
性
を
見
出
さ
れ
て
い
っ

た
︒

　
洋
画
家
・
和
田
三
造(

一
八
八
三
～

一
九
六
七)

は
洋
画
用
キ
ャ
ン
バ
ス
紙

の
開
発
を
中
田
製
紙
工
場
に
依
頼
し
て

い
る
。
和
田
は
聖
徳
記
念
絵
画
館
の

﹁
大
葬
﹂
を
描
く
際
に
︑
神
宮
紙
に
油

彩
画
で
描
い
て
お
り
︑
油
彩
画
に
よ
る

和
紙
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
︒

　
和
田
は
、
東
京
の
紙
商
・
中
田
治
三

郎
に
︑
希
望
す
る
紙
質
を
具
体
的
に
指

示
︒
そ
の
内
容
を
︑
治
三
郎
も
し
く
は

そ
の
弟
で
あ
る
梅
治
が
︑
土
佐
の
中
田

鹿
次
へ
と
書
き
送
り
︑
試
作
品
の
製
造

を
求
め
て
い
る
︒

　
神
宮
紙
の
成
功
に
よ
っ
て
、
土
佐
和

紙
に
関
心
を
持
つ
画
家
が
現
れ
る
︒
そ

の
背
景
に
は
昭
和
初
期
︑
主
に
フ
ラ
ン

ス
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
油
彩
画
用
キ

ャ
ン
バ
ス
の
入
手
が
困
難
な
状
況
が
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
代
用
品
の
開
発
が

急
務
で
あ
っ
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
︒

〈住所〉
〒781-2103
高知県吾川郡いの町幸町110-1
TEL: 088-893-0886
FAX: 088-893-0887
MAIL:tosawasi@bronze.ocn.ne.jp

〈アクセス〉
JR土讃線「伊野駅」から徒歩10分
路面電車「伊野駅」から徒歩10分
車「伊野IC」から約10分
駐車場無料（大型3台・普通50台）

〈ご利用案内〉
　開館時間●9:00〜17：00
　休館日　●月曜日（祝日の場合はその翌日）
　入場料　●大人500円（400円）/小・中・高生100円（80円）/
　　　　　　65歳以上250円
     ※（　）内は10名以上の団体料金

〈紙漉き体験〉500円（令和7年4月1日より改定）
紙博HP紙博公式LINE

　「神宮紙」は大正15年(1924)、伊野町(現いの町)の中田製紙工場で試作第1号が誕生し、描
かれた作品は現在でも聖徳記念絵画館(東京都新宿区)に飾られています。「古代に逆のぼれ
ば彼の藤原時代の京都紙屋院にて行われた製法と変わりなく・・・現在最優等の日本紙と断
定する」と評価されており、いまも誇れるいの町が生んだ紙といえます。

　中田製紙工場の跡地の一部は当館であり、関連資料も多数所蔵している縁もあることか
ら、誕生100年を記念して令和6年11月〜令和7年2月の期間、「神宮紙誕生100年記念展ー絵
画を支えた究極の土佐和紙ー」を開催いたしました。本冊子ではその展示内容の一部を抜粋
してご紹介しています。

　明治時代以降、時代が求めたさまざまな紙を開発し続けてきた土佐ですが、神宮紙は文化
芸術分野において、絵画の表現展開に大きく貢献した紙でした。土佐の先人が挑んだ究極の
紙づくりについて、知っていただく機会になりましたら幸いです。

　　　　令和7年3月吉日
いの町紙の博物館　館長　平尾 里枝美

【協力】
明治神宮外苑 聖徳記念絵画館・佐藤 志乃（公益財団法人 横山大観記念館）

神宮紙抄造再現の様子（昭和初期）
※左から3人目は中田製紙工場経営者の中田鹿次

　
版
画
用
紙
か
ら
日
本
画
用
雁
皮
紙
や

古
文
書
修
復
用
紙
な
ど
を
手
掛
け
て
い

た
尾
﨑
製
紙
所 (

い
の
町
加
田 )

の
故
・

尾
﨑
金
俊
氏
は
、
大
麻
や
苧
麻
の
処
理

に
着
手
︒
数
年
を
要
し
て
高
知
麻
紙
︑

そ
の
後
雁
皮
を
配
合
し
た
日
本
画
用
紙

な
ど
を
開
発
・
市
販
し
て
現
在
に
至

る
︒

　
中
田
製
紙
工
場
の
廃
業
に
よ
っ
て

神
宮
紙
の
系
譜
は
一
旦
途
絶
え
た

が
、
高
知
県
内
で
は
確
か
な
技
術
へ

の
期
待
を
受
け
︑
主
に
下
記
の
和
紙

開
発
の
展
開
が
あ
っ
た
︒

昭
和
五
十
年(

⼀
九
七
五)

頃
〜

二
．
⼤
濵
紙(
お
お
は
ま
し)

　
良
質
の
原
料
、
確
か
な
技
術
に
加

え
︑
文
化
財
修
復
分
野
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
観
点
か
ら
大
川
昭
典
氏(
元
高
知
県
立

紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー )

︑
国
内
産
原

料
に
こ
だ
わ
っ
て
生
産
し
て
い
た
鹿
敷

製
紙
㈱( 

当
時
：
濵
田
佳
世
子
代
表 )
が

連
携
し
て
生
産
し
︑
そ
の
紙
は
大
濵
紙

と
命
名
さ
れ
た
︒

　
神
宮
紙
の
精
神
に
則
っ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
、
原
料
は
楮
主
体
に
雁
皮
が

配
合
さ
れ
︑
現
在
入
手
可
能
な
良
質
原

料
と
製
法
で
生
産
さ
れ
た
︒
現
行
の
市

販
品
と
の
耐
久
性
試
験
の
比
較
で
は
最

も
安
定
し
た
数
値
を
示
し
た
と
評
価
さ

れ
た
︒

【主要参考文献】
・荒井経「日本画と和紙－壁画用紙の系譜」『和紙に魅せられた画家たち』（明治神宮、平成23年）
・佐藤志乃「大正期の紙本墨画と岩野平三郎」『和紙に魅せられた画家たち』（明治神宮、平成23年）
・松尾敦子「一九二〇～三〇年代の日本画の基底材について－製紙家　中田鹿次と岩野平三郎を中心に－」『美術史』第百五十六冊（平成16年3月）
・『明治神宮外苑史』（明治神宮奉賛会、昭和12年）
・「ジャンボ・ペーパー」『土佐物語』（朝日新聞高知支局、昭和49年）
・和紙講演会「麻紙について」『百万塔』第50号（公益財団法人紙の博物館、昭和55年）
・青山大和「－蘇った「神宮紙」を高知県吾川郡いの町に訪ねて－」『神園』第15号（明治神宮国際神道文化研究所、平成28年5月3日）
・いの町紙の博物館『土佐の紙大濵紙に描いた日本画展』第1回（平成20年）、第2回（平成21年）、第3回（平成22年）図録
・小林良生「土佐に誕生した大濵紙を巡って－土佐と越前における日本画紙の歩みの中で－」『百万塔』第135号（公益財団法人紙の博物館、平成22年）

※本冊子は令和6年11月〜令和7年2月に開催された企画展「神宮紙誕生100年記念展ー絵画を支えた究極の土佐和紙ー」の内容を一部抜粋して掲載しています。

和田三造との書簡
大正15年(1926)

キャンバス紙

「大葬」
和田 三造　
昭和8年（1933）
279.5×218.6ｃｍ
紙本油彩（神宮紙）
（聖徳記念絵画館所蔵）

一
．
⾼
知
⿇
紙(

こ
う
ち
ま
し)

平
成
二
十
年(

二
〇
〇
⼋)

〜

番
外
編

キ
ャ
ン
バ
ス
の
代
用
品

一
キ
ャ
ン
バ
ス
紙
の
商
品
化

三
キ
ャ
ン
バ
ス
紙
の
開
発

二



① 原料 　最優等品種の土佐の楮を使用。

② 煮熟剤 　緩やかな作用をもたらす木灰を使用。

③

④

⑤ 卓越した製紙技術 　均質な厚さ・平滑さなどを達成。

創
業
者
、
中
⽥
⿅
次

一

中
田
の商

売
ス
タ
ン
ス

三

特
殊
紙
の
中
田

二

絶
え
た
製
紙
技
術

四

壁
画
事
業
に
お
け
る

支
持
体
の
決
定

一
神
宮
紙
の
開
発

二

神
宮
紙
の
製
法

三
時
代
が
求
め
た

耐
久
性
・
大
き
さ

二

日
本
画支

持
体
の
変
化

一

神
宮
紙
の
評
価

三

壁
画
に
使
用
し
た

支
持
体

三
展
示
壁
画

二
施
設
概
要

一

神宮紙の
特徴

１．大きさ（当時世界最大）　
２．耐久性（絵具の保持にも耐えられる頑丈さ）　
３．不変性（年月を経ても劣化の少ない保存性の良さ）

－紙業史の観点から－

神
宮
紙
の
舞
台

三
、

−

聖
徳
記
念
絵
画
館−
神
宮
紙
の
誕
生
地

一
、

−

伊
野
・
中
田
製
紙
⼯
場−

　
中
田
鹿
次(

な
か
た 

し
か
じ)

(

本
名
：
千
頭
鹿
次(

ち
か
み 

し

か
じ)

・
一
八
七
二
～
一
九
五

〇)

は
、
高
知
県
伊
野
町(

現
い

の
町)

に
生
ま
れ
た
︒
実
兄
が

東
京
で
紙
商
を
始
め
た
の
を
機

に
︑
明
治
三
十
三
年(

一
九
〇

〇)

︑
伊
野
町
に
お
い
て
中
田

製
紙
工
場
を
設
立
︒

　
中
田
自
身
、
熱
心
な
製
紙

研
究
家
で
︑
機
械
漉
き
に
よ

る
量
産
が
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
で
︑
あ
く
ま
で
も
手

漉
き
に
よ
る
良
質
の
特
殊
紙

の
開
発
を
行
っ
て
い
た
︒
卓

越
し
た
技
術
は
以
前
か
ら
認

め
ら
れ
て
お
り
︑
中
田
が
抄

造
し
た
紙
は
︑
各
種
博
覧
会

で
受
賞
を
重
ね
︑
皇
室
へ
改

良
書
院
紙
で
あ
る
八
千
代
紙

や
菊
の
紋
章
入
り
の
褒
賞
用

紙
を
納
め
て
い
た
︒

　
実
兄
の
中
田
治
三
郎
と
弟
の

梅
治
は
東
京
・
日
本
橋
で
紙
商

を
営
み
、
鹿
次
の
漉
い
た
紙
を

販
売
し
て
お
り
︑
札
幌
と
大
阪

に
も
支
店
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

　
鹿
次
自
身
は
経
営
者
と
い
う

よ
り
は
研
究
者
と
し
て
の
印
象

が
強
く
、
高
知
の
工
場
か
ら
離

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
︑

営
業
活
動
の
他
︑
経
理
に
関
し

て
も
東
京
で
紙
商
を
営
む
実
兄

ら
に
任
せ
て
い
た
と
い
う
︒

　
特
殊
紙
開
発
の
た
め
の
投
資

を
惜
し
ま
ず
、
採
算
を
無
視
し

た
抄
造
活
動
を
続
け
て
い
た
中

田
の
工
場
は
︑
第
二
次
世
界
大

戦
中
よ
り
経
営
が
悪
化
︒
そ
し

て
︑
昭
和
二
十
五
年(

一
九
五

〇)

︑
中
田
の
没
後
︑
倒
産
し

た
︒

　
生
前
、
中
田
は
紙
の
技
術
が

他
へ
漏
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
︑

技
術
的
な
記
録
を
残
さ
な
か
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に

後
継
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も

影
響
し
て
︑
神
宮
紙
を
は
じ
め

と
す
る
中
田
の
開
発
し
た
製
紙

技
術
も
絶
え
る
こ
と
に
な
っ

た
︒

中 

田 

製 

紙 

工 

場 

関 

係 

資 

料

　
現
在
、
中
田
製
紙
工
場
関

係
の
資
料
は
紙
の
博
物
館
で

収
蔵
し
て
い
る
︒
そ
れ
ら

は
︑
中
田
鹿
次
の
息
女
の
千

頭
昭
子
氏
や
︑
同
工
場
で
工

場
長
を
務
め
た
片
岡
光
好
氏

の
孫
に
あ
た
る
片
岡
純
一
郎

氏
か
ら
多
く
が
寄
贈
さ
れ

た
︒

　
ま
た
、
当
初
は
高
知
県
紙

業
試
験
場
で
受
け
入
れ
て
い

た
神
宮
紙
や
紙
漉
き
桁
も
当

館
で
収
蔵
し
て
い
る
︒

　
大
正
末
期
以
降
、
聖
徳
記

念
絵
画
館
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
︑
西
洋
風
の
大
規
模
な

展
示
会
場
が
登
場
し
︑
そ
れ

に
伴
っ
て
展
示
す
る
絵
画
も

額
入
り
の
大
画
面
の
も
の
が

多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
大
画
面
に
映
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
色
彩
も
同
時

に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
︑
厚
塗
り
で
き
る
和
紙
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

　
当
時
の
製
紙
技
術
で
は
伊

野
村
の
吉
井
源
太
が
開
発
し

た
大
型
簀
桁
で
あ
る
三
六
判

(

約
〇
・
九
ｍ
×
一
・
八
ｍ)

が

最
も
大
き
な
サ
イ
ズ
で
あ
っ

た
た
め
、
大
作
を
描
く
場
合

は
紙
を
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

っ
た
︒
こ
れ
ら
の
条
件
を
満

た
す
世
界
最
大
の
手
す
き
紙

と
し
て
誕
生
し
た
神
宮
紙

は
︑
大
変
画
期
的
で
あ
り
︑

越
前
の
岩
野
平
三
郎
ら
の
和

紙
開
発
に
も
刺
激
を
与
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
︒

　
神
宮
紙
は
上
記
の
美
術
界

の
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
求

め
ら
れ
た
紙
を
体
現
し
た
も

の
と
い
え
る
。
誕
生
し
た
大

正
時
代
後
期
の
神
宮
紙
の
開

発
以
降
︑
日
本
画
の
支
持
体

と
し
て
の
和
紙
の
価
値
が
高

ま
り
︑
ひ
い
て
は
和
紙
全
体

の
地
位
向
上
に
つ
な
が
っ

た
︒

－美術史の観点から－
　
日
本
画
を
描
く
支
持
体
と

し
て
は
、
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
︑
主
流
は
絵
絹(

絵
を

描
く
た
め
の
絹
布)

で
あ
っ

た
︒
こ
の
状
況
が
変
化
を
見

せ
始
め
た
の
は
大
正
時
代
末

期
ご
ろ
で
あ
っ
た
︒
耐
久
性

に
優
れ
た
支
持
体
と
な
り
得

た
こ
と
が
︑
和
紙
に
注
目
が

集
ま
っ
た
ひ
と
つ
の
要
因
で

あ
っ
た
︒

中
田
製
紙
工
場
集
合
写
真

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
︶

　
中
田
は
、
当
時
主
流
で
あ

っ
た
化
学
薬
品
を
用
い
て
大

量
生
産
す
る
い
わ
ゆ
る
﹁
改

良
漉
き
﹂
で
は
な
く
︑
古
来

か
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ
り
︑

採
算
度
外
視
で
丁
寧
に
紙
づ

く
り
を
行
っ
た
︒
明
治
維
新

以
降
︑
時
代
に
求
め
ら
れ
た

紙
を
開
発
し
続
け
て
き
た
土

佐
の
地
で
こ
そ
成
し
遂
げ
ら

れ
た
究
極
の
紙
で
あ
ろ
う
︒

　
明
治
四
十
五
年(

一
九
一
二)

七
月
三
十
日
に
崩
御
し
た
明

治
天
皇
を
東
京
に
祀
る
明
治

神
宮
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
外
苑
の
中
心
的
施
設

と
し
て
聖
徳
記
念
絵
画
館
が

計
画
さ
れ
た
。
日
本
画
の
支

持
体
に
関
し
て
は
︑
湿
気
へ

の
強
さ
と
優
れ
た
耐
久
性
が

重
要
視
さ
れ
た
結
果
︑
絵
絹

で
は
な
く
和
紙
と
キ
ャ
ン
バ

ス
が
選
ば
れ
た
︒

　
中
田
製
紙
工
場
の
卓
越
し

た
製
紙
技
術
は
以
前
か
ら
認

め
ら
れ
お
り
、
大
蔵
省
印
刷

局
抄
紙
部
長
で
あ
っ
た
佐
伯

勝
太
郎(

一
八
七
一
～
一
九
三

四)

は
神
宮
紙
の
開
発
試
作
を

中
田
鹿
次
に
依
頼
し
︑
種
々

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
︒

　
中
田
は
神
宮
紙
製
造
の
た

め
自
費
で
工
場
の
敷
地
内
に

新
し
く
漉
き
場
を
設
置
し
、

専
用
の
道
具
は
も
ち
ろ
ん
︑

し
め
な
わ
を
張
り
︑
職
人
が

白
帽
・
白
衣
を
着
て
臨
ん

だ
︒
後
に
﹁
神
宮
紙
﹂
と
命

名
さ
れ
る
壁
画
用
紙
の
試
作

品
第
一
号
は
︑
大
正
十
三
年

(

一
九
二
四)

十
一
月
十
三
日
に

完
成
し
︑
そ
の
後
さ
ら
に
改

良
が
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
︒

神
宮
紙
の
誕
生
と
意
義

二
、

−

紙
業
史
・
美
術
史
の
観
点
か
ら−

　
壁
画
に
使
用
さ
れ
る
支
持

体
は
和
紙(
神
宮
紙)

か
キ
ャ
ン

バ
ス
の
選
択
制
で
あ
り
、
和

紙
は
日
本
画
三
十
五
点
︑
洋

画
二
点
に
使
用
さ
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
日
本
画
は
岩
絵

具(

天
然
の
鉱
石
や
鉱
物
を
砕

い
て
粉
状
に
し
︑
膠
な
ど
の

接
着
剤
と
混
ぜ
て
使
用
す
る

絵
具)

を
使
用
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
︑
壁
画
の
重
量
は
六

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
と
な

り
︑
重
量
は
も
ち
ろ
ん
︑
温

湿
度
の
変
化
に
も
耐
え
る
こ

と
の
で
き
る
長
期
間
の
耐
久

性
が
求
め
ら
れ
る
︒

　
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
壁

画
は
全
部
で
八
十
点(

日
本
画

四
十
点
・
洋
画
四
十
点)

あ

り
、
明
治
天
皇
の
在
位
し
た
幕

末
か
ら
明
治
時
代
の
重
要
な
場

面
を
入
念
な
調
査
を
行
い
︑
史

実
に
基
づ
い
て
描
い
た
も
の
で

あ
る
︒

　
絵
画
寸
法
は
縦
約
三
ｍ
×
横

約
二
・
七
ｍ
と
巨
大
で
、
延
べ

二
五
〇
ｍ
の
壁
面
を
埋
め
尽
く

す
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
る
た

め
﹁
絵
画
﹂
で
は
な
く
﹁
壁

画
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒

　
東
京
都
新
宿
区
に
所
在
。
明

治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
の
遺
徳

を
永
く
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
大
正
十
五
年

(

一
九
二
六)

︑
着
工
か
ら
七
年

の
歳
月
を
要
し
︑
明
治
神
宮
外

苑
の
中
心
施
設
と
し
て
竣
工
し

た
︒
　
　

（佐伯勝太郎「中田製壁畫用紙ノ製造ニ就テ」より）

叩解
（煮熟した原料を

ほぐす工程）

機械で攪拌する「ビーター」を用いず、搗砕機
（はさいき）により丁寧に行われた。　

不純物の除去
全工程を通して、最も力を注いだ。これによ
り楮の持つしなやかさが生かされ、柔らかな
風合いをもたらす。

聖徳記念絵画館に納めた神宮壁画用紙（290×270cｍ）

壁画用紙製作用に使われていた紙すき桁

紙干し場

「大政奉還」「内国勧業博覧会行幸啓」　

昭和のはじめ頃（1920年代後半）、伊野
町の市街地を北向きに撮影した様子。
（写真奥は加茂山）
紙干しをしている付近一帯はほとんどが
中田製紙工場と思われる。後年、紙の博
物館も跡地の一部に建つことになる。

施設写真：聖徳記念絵画館所蔵

外観

中央大広間 展示室

三笠宮崇仁親王（左から4人目）
の行啓　昭和10年（1935）

神宮紙抄造の様子

紙漉き場

せ
い
と
く
き
ね
ん
か
い
が
か
ん

大正6年から中田製紙
工場で抄造された良質
の和紙で、ミツマタを
原料とする。
皇室で使用する紙とし
て山内侯爵家を通じて
献上された。

八千代紙
大正6年-昭和20年頃

（1917-1945頃）

改
良
紙 

改
良
書
院 

改
良
半
紙

昭
和
初
期

結城 素明　昭和11年（1936）
272.7×252.4ｃｍ
紙本（神宮紙）著色・岩絵具

（聖徳記念絵画館所蔵）

邨田 丹陵　昭和10年（1935）
278.7×258.5ｃｍ
紙本（神宮紙）著色・岩絵具

　　　　（聖徳記念絵画館所蔵）
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